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１．研究計画の概要 
本研究は、米陸軍航空軍の１９３０年代から

の伝統的な戦略爆撃論が「精密爆撃論」であ

ったにもかかわらず、実際の爆撃活動が第２

次世界大戦中にいかなる過程を経て無差別

爆撃の全面的な展開へと急速に変化してい

き、広島・長崎への原爆投下という大量無差

別爆撃の極限にまで至ったのか、その歴史過

程を分析し考察することを目的として行わ

れる。具体的には、精密爆撃から無差別爆撃

への移行の歴史過程の分析、ならびにそうし

た移行をもたらした軍事的要因、米陸軍航空

軍指導部による正当化論、また敵国市民攻撃

の軍事的正当化に対してアメリカの政治指

導者たちと国民の反応したのに関しても、米

国民の倫理観や人道意識との関連において

考察する。 

 

２．研究の進捗状況 

これまで米英両国ならびに国内において関

係資料の調査と入手にあたった。 

（１）米国における資料調査 

第２次大戦中に爆撃を担当した米陸軍第８

航空軍ならびに第２０航空軍の内部におい

て、米軍の公式戦略であった「精密爆撃」が

現実には「無差別爆撃」へと移行していった

経緯について、両航空軍が作成した攻撃目標

選定と爆撃効果に関する報告書に焦点を当

てて資料の調査と収集に当たった。さらに、

戦時中に発行された大衆雑誌に掲載された、

敵国爆撃に関する記事、写真、さらには「爆

撃機」に関するボーイング社や戦時情報局が

作成し掲載した広告を収集し、米国民が一般

的に「敵国市民爆撃」に対してどのようなイ

メージを抱いていたのかを分析することに

努めた。 

（２）イギリスおける資料調査 

第２次世界大戦中のヨーロッパ戦線におけ

る連合軍側のドイツ空爆、とりわけイギリス

空軍 RAF の空爆戦略の実態と思想が、米国の

爆撃軍に与えた戦略上ならびにモラル上の

影響に関して、関連資料の収集に当たった。

特に、昼間の「精密爆撃」に固執していた米

陸軍航空軍の指導層が、実際には無差別の

「地域爆撃」へと戦略を移行させていった過

程の解明に焦点をあてて資料探索に当たっ



た。さらに、RAF による敵国ドイツへの空爆

が当時のイギリスの新聞や大衆雑誌におい

てどのように報告されていたのか、逆に敵国

ドイツによるイギリス各地への空爆はいか

に報道され、その結果、どのような「敵国」

に関する大衆イメージが形成されたのかに

ついて、戦時中の新聞・雑誌類の調査と分析

を試みた。 

（３）国立国会図書館における調査 

主として日中戦争期に、日本軍による中国諸

都市への空爆が、当時の日本の大衆雑誌や新

聞にどのように報告されていたのかについ

て、当時の雑誌、写真グラフ、新聞を利用し

て調査を行った。米英両国における同様の大

衆雑誌における敵国空爆に関する報告との

比較分析の目的でこの調査を行い、「敵国空

爆」のイメージが、日本、アメリカ、イギリ

スではどのような共通点が見られ、どのよう

な違いがあったかを分析するために必要な

資料の調査収集を行った。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している 

海外ならびに国内両方における資料調査が

ほぼ期待していた通り、順調に進んだため。 

    

４．今後の研究の推進方策 

本年度は研究の最終段階として、米軍の戦

略爆撃思想の展開を、アジア太平洋戦争期

に中国諸都市を継続的に爆撃した日本軍の

戦略爆撃論との比較分析的な視角から検討

する。とりわけ、１９３７から開始され、

その後急速に拡大していった、錦州、南京、

武漢、漢口、重慶などへの都市への空爆が、

どのような戦略過程を経てエスカレートし

ていったのか、またこれらの爆撃を国際法

違反である批難した米国に対して、日本軍

はどのような考えを持ち、どのように対処

したのかについて、防衛庁防衛研究所戦史

部図書館に所蔵されている関係資料を使い

ながら検討する。さらにまた、こうした中

国への戦略爆撃を計画し指揮した日本軍将

兵は、アジア太平洋戦争末期における、米

軍による日本本土への飽和爆撃＝無差別爆

撃に対しては、自軍が行った中国諸都市へ

の爆撃との関連で、どのようにこれを受け

止めていたのかについても、関連資料が存

在するかどうかを調査する計画である。 

また、これまで収集した資料の総合的分析を

行いながら，最終報告書の作成に当たる。 

 

５. 代表的な研究成果 
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